
平成25年度 教科名[技術・家庭] 中１５ 練馬区立光が丘第一中学校

定期考査及び７月までの指導状況の分析

　　　　　１年　  観点別平均達成率

関心・意欲・態度 74%

知識・理解 評価資料不足

工夫・創造 68%
生活の技能 71%

　　　　　２年　  観点別平均達成率

定期考査及び７月までの指導状況の分析

関心・意欲・態度 72%
工夫・創造 57%
生活の技能 70%

知識・理解 71%

知識・理解 50%

　　　　　３年　  観点別平均正答率

定期考査及び７月までの指導状況の分析

　　　　　　　　　　　　内容別・観点別の分析  　　　　　       (様式２）

指導方法の課題分析と具体的な授業改善策及び補充学習等の計画 (様式３）

関心・意欲・態度 76%
工夫・創造 72%
生活の技能 74%

１～３学年、同様に考えられる。

３
年

・関心・意欲・態度につ
いては比較的達成率が高
かったが、より達成率を
高められるように、生徒
の実態や興味に即した課
題を考えていく。
・技能についてはそれな
りに出来ている生徒が多
かったが、苦手な生徒も
何人か見受けられるの
で、補充的な指導をして
いく必要がある。
・知識・理解の達成率が
低かったので、高められ
るような指導方法の工夫
をしていく。
・学年によって生徒一人
一人の発想や工夫を出せ
る場面が少ない教材が
あったので、独自のアイ
デアを生かせるための工
夫をしていく。

補充的・発展的な指導計画具体的な授業改善策指導方法の課題分析

・教材についている設計図に
こだわらず、自分なりのデザ
インを生かした設計をさせて
いく。また、作業の効率を高
めるための工夫をさせる。
・作業が苦手な生徒について
は、授業内外で個別に指導を
していく。
・知識・理解の達成率を高め
るために、毎回の授業のなか
での説明だけでなく、理解で
きていない生徒のために放課
後に補習を行う。
・生徒の意見を参考にしなが
ら教材を選び、飽きることの
ないように作業ごとの目標を
決めて作品作りを進めてい
く。

・作業の遅い生徒については、
すべての作業を単独でやるので
はなく、作業の一部を教師や作
業の得意な生徒と一緒に行うよ
うにする。また、必要があれば
放課後などに作業の時間を確保
する。
・作業が早く進んでしまった生
徒については、発展的な課題や
高度な作業に挑戦させることで
より技能を高めたり、作業の遅
い生徒の補助をすることで復習
ができるようにする。
・知識・理解の不足している生
徒のために、定期考査前の放課
後などに質問の時間を作り理解
を高める。
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